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 どんな神様イメージを持っておられるで

しょうか。「神様は私たちの願いを聞いてく

れる方」、あるいは「神様は自分にとって良

いことだけをしてくれる方」というイメー

ジはないでしょうか。もちろん聖書が教え

ている神様は、私たちにとって一番良いも

のを下さるお方として記されています。し

かし、今月の聖書のことばを読みますと、

私たちが抱いているイメージとはかけ離れ

た姿が記されています。 

 まず、聖書における神と人との関係は「父

と子」になぞらえられます。聖書は、私たち

を「子」とし、つまり神様は「父」というわ

けです。聖書は私たちに向かって「わが子

よ」と呼びかけ、主の懲らしめを拒むな、と

命じます。「主」とは父なる神様のことです。

主は私たちを時に懲らしめることがあるの

です。それは、子を愛する親がいとしい子

を叱るようであり、主は愛する者を叱るの

です。現代は「叱る」ことに対して臆病にな

っている時代ではないでしょうか。すぐに

虐待の問題やハラスメントの問題と繋げら

れる危険があるため、親をはじめとした大

人は叱ることを躊躇しているように感じま

す。しかし、本来叱ることは愛の現れなの

です。どうでも良いと思っている人のこと

を叱ることはありませんし、関わろうとは

思いません。しかし、その人を愛している

ならば、悪いことや間違ったことをすれば

叱ります。聖書は、それを父なる神様もな

さると教えています。私たちをあえて懲ら

しめることがあるのです。それは懲らしめ

なので、私たちにとって辛いことです。「な

ぜですか」と叫びたくなることもあるかも

しれません。しかし、聖書は主の懲らしめ

を拒むことがないように、その叱責を嫌う

ことがないように教えます。別の箇所には

次のようなみことばがあります。「もしあな

たがたが、すべての子が受けている訓練を

受けていないとしたら、私生児であって、

「わが子よ、主の懲らしめを拒むな。 その叱

責を嫌うな。父がいとしい子を叱るように、 

主は愛する者を叱る。」【箴言 3章 11-12 節】 



本当の子ではありません。」（ヘブル 12:8）

非常に強烈な表現ですが、もし神様から訓

練を受けていないのだとしたら、本当の子

ではない、と。当然ですが、訓練は楽なもの

ではありません。ですから、聖書も次のよ

うに語ります。「すべての訓練は、そのとき

は喜ばしいものではなく、かえって苦しく

思われるものですが、後になると、これに

よって鍛えられた人々に、義という平安の

実を結ばせます。」（ヘブル12:11） 

この聖書のことばは励まされます。神様が

くださる訓練とはいえ、決して喜ばしいも

のではないのです。むしろ、苦しく思われ

るものなのです。しかし、この訓練を受け

たことによって、その時は辛く悲しくとも、

後になるとこの訓練で鍛えられたことによ

って、義という平安の実を結ぶことになり

ます。つまり、訓練が益となるわけです。何

事にも訓練は必要です。例えば、スポーツ

選手は栄光の姿ばかりに目がいきますが、

その裏には血の滲むような訓練があるわけ

です。実を結ぶためには訓練が必要である

のは当然で、信仰の歩みにおいても実を結

ぶためには訓練が必要になるのです。主は

私たちを成長させるために、必要な訓練を

なさいます。それは「ご利益を与えるのが

神様の仕事」という理解をしている限りは

受け入れられないことですが、聖書が教え

ている神と人との関係は「父と子」であり、

神様は私たちを父として訓練しようとして

くださいます。それは、私たちが実を結ぶ

ためです。この愛に溢れた神様との関係の

中に入って頂きたいと思います。「私の願い

を聞くのが神様の役割」ではなく、私たち

と人格的な愛の関係を持ってくださるので

す。その愛の関係を神様と持って頂きたい

と心から祈り願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～集会案内～ 

〇日曜日：礼拝10:30～12:00（予定）  教会学校9:30～10:10（子ども科、成人科） 

〇水曜日：聖書研究祈祷会 昼10:30～12:00  夜19:30～21:00 

〇第2火曜日：ユニケの会 9:00～12:00（子育てなどをしている方のための集い） 

★サクサクチャンネル（YouTube）もぜひご覧ください。教会の HPから見ることができます。 

聖書に関する疑問等ございましたら、遠慮なくご連絡ください。また、当教会は、エホバの証人やモル

モン教、旧統一協会等とは一切関係のない、プロテスタントキリスト教会です。 

 

◆牧師のコラム 

聖書が語る神様は、人格的な交わりを持と

うとしてくださる神様です。私たちと関り

を持って下さる神様です。時に私も辛いと

ころを通ることもありましたが、それも神

様からの訓練であったのだと後になると分

かります。私たちは上手く行っている時よ

りも、挫折を味わい、失敗し、困難にぶつか

ったときの方が成長しているように思いま

す。その時は辛いですが、神様を信じる者に

とって、それはある意味で恵みの時でもあ

ります。神様を信じるならば人生の見方が

変えられます。その恵みの人生を多くの方

に送って頂きたいと願っています。 


